
ファミリーマートとセーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 
インドネシア北ジャカルタカリバル地域で避難訓練を実施しました 

 ファミリーマートは、「次世代を担うこどもたちの育成・支援」を

目的とし、公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと2013

年に「グローバルパートナーシッププログラム契約」を締結し、ファ

ミリーマートが出店する国・地域でのこども支援事業に使途を限定し

た「ファミリーマートグローバルこども募金」をスタートしました。 

主に自然災害による被害が増加しているアジア地域において、学校、

地域コミュニティーと一体となった「防災＜災害リスク軽減＞教育」

プログラムを実施しております。 

 2015年度、インドネシアでは「北ジャカルタの学校における防災

能力向上プログラム」としてチリンチン地区で1,000人規模の避難訓

練が実施。インドネシアファミリーマートからも社員ボランティアが

参加し、地域共生につなげています。 

活動報告 
2016年1月28日（木） 

～グローバル防災・減災プログラム～ 

地域住民を含む約1,000人の人々が避難訓練に参加 

 北ジャカルタのチリンチン地区のカリバル地域は人口密度が高く、バイク
や車の数も多い地域です。最近では洪水被害が増えてきており、火災も多く
発生しています。2014年度ファミリーマートとセーブ・ザ・チルドレン・
ジャパンが一緒に取り組んだ「避難訓練」後、2014年12月に、継続した豪雨
と洪水が発生しました際、各学校が防災計画に沿って対策を講じ、計画に
沿って迅速な避難を行った結果、大きな被害に発展しませんでした。 
 2015年度は、より広範囲の小学校と周辺地域に対して防災対策の概念を広
く普及し、「安全な学校づくり」の推進を啓発していく環境を整えるため、
引き続き「北ジャカルタの学校における防災能力の向上プログラム」を実施
し、こどもたち参加型の「ライフスキル能力向上訓練」とコミュニティを巻
き込んだ避難訓練を行いました。2016年1月28日に実施した避難訓練には、
小学校の教職員・生徒に加え、保護者・保健省・警察官・軍・地域長など、
約1,000人の人々が参加しました。 

対象国・地域  
 ジャカルタ首都特別州 北ジャカルタ 

実施期間 
 2015年8月1日～2016年7月31日 

目的 
 毎年洪水の被害を受けている北ジャカルタ 
 のチリンチン地区において、学校における  
 活動ならびに学校周辺コミュニティとの 
 連携を通じて、こどもたちの自然災害に対 
 する防災適応能力の更なる向上と定着を 
 目指す。 

プログラムの概要 

内容  
 １．こどもたち参加型の「ライフスキル  
   能力向上訓練」 
 ２．コミュニティを巻き込んだ避難訓練 

 北ジャカルタのチリンチン地区のカリバル地域において避難訓練を行いました 

避難訓練を実施したチリンチン地区 保健省は救急車を稼働し、負傷者 
救援訓練を実施 



ファミリーマートは、事業活動を通じて常にお客さま、地域社会、そして地球を 

幸せにする存在となることを目指します。 

【関連ページ】 
■グローバルCSR～こども支援～  
http://www.family.co.jp/company/eco/special/2013_03/drr.html 
■セーフ・ザ・チルドレン・ジャパン（外部リンク） 
http://www.savechildren.or.jp/ 

このプログラムは「ファミリーマートグローバルこども募金」を活動募金としています 

「ファミリーマートグローバルこども募金」とは： 2014年度から4月の１ヶ
月間、店頭募金「夢の掛け橋募金」を「ファミリーマートグローバルこども
募金」に切り替えて実施し、（株）ファミリーマートのマッチングギフト
（店頭募金の10%）、Famiポートの寄付先指定募金（通年実施）とともに、
セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと取り組むこども支援事業＜防災（災害
リスク軽減）教育＞に使途を限定した募金です。 

避難訓練対応チーム 

野営炊事チームが炊き出しの準備を 
する様子 

捜査と救助チームが重傷者を
救助している訓練の様子 

   避難訓練にインドネシアファミリーマートの社員4名が参加しました 

 避難訓練は連日発生した洪水を想定して行いました。避難訓練はA～Gの７
チームに分かれ、こどもたちと地域住民に避難所への避難方法だけでなく、
応急処置等も含んだ包括的な防災スキルを身につける訓練も実施。インドネ
シアファミリーマートの社員4名もコミュニティ住民とともに、訓練に参加。
訓練終了後に振り返り会が行われ、生徒・教師・コミュニティリーダー・社
員は意見交換を行い、各チームの活動の良かった点や改善すべき点をまとめ、
次回の防災訓練にいかしていきます。 
 防災訓練は、今後も引き続き北ジャカルタの他の地区でも実施する予定で、
こどもたちと地域住民の防災能力向上を目指します。 

生徒と地域住民に防災訓練の
実施方法を説明する様子 

当日の流れ 

1.開始挨拶 
   校長、地域リーダー、教育局より 

2.避難訓練説明  

3.避難訓練開始 
   コミュニティ住民はB・C・Eチーム  
  に参加 

4.避難訓練実施評価・振り返り 
   生徒・教師・コミュニティリーダー 
  ・インドネシアファミリーマート社員  
   含む 

チリンチン地区の学校2校のこども 
たちが参加しました 

応急処置訓練を行う避難所 

【関連ページ】 
■2014年度インドネシア北ジャカルタ防災訓練活動報告   
http://www.family.co.jp/company/eco_topics/hc0g7400002q2zbi-
att/upload_20141210_FM_SCJ_DRR.pdf#zoom=100 

D) 運営チーム 

E) 捜査と救助チーム 
      避難プロセスのサポートや応 急 
  処置を行う  

A)  司令官 

B)  物流と野営炊事チーム 
  衛生的な食事を避難者に提供 

C)  保健チーム 
      負傷者への応急処置を提供 

F)   安全対策と輸送チーム 

G)   資機材準備チーム 

グローバルこども募金 

皆様からのあたたかい 
ご支援ありがとう 
ございます！ 
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